
様式 1 
平成２７年２月２日  

 

徳島大学サテライトオフィス in神山の開設について          
 

 

１．概要 
 徳島大学では、県下全市町村と包括協定を締結し、徳島県の持続と発展、魅力
化を目標に種々取り組みを行っているところです。そうした経緯のもと、この度、
ICT 利活用をベースにしたサテライトオフィス事業等で世界的注目を集める神山
町、ならびに、NPO法人グリーンバレー（大南信也理事長、徳島大学客員教授）
との協働体制のもと、神山バレーサテライトオフィスコンプレックス内に、徳島
大学サテライトオフィス in神山を開設し、地域に根ざしつつ、次世代を担う若者
を育成する拠点として整備することとしました。 
 
 大きな狙いとしては、神山町の人とそのつながり、また、豊かな自然に囲まれ
た神山町の地勢を生かして、地方創生にイノベーションを興す人材を育成します。 
 
 具体的狙いとしては以下の通りです。 
（１）未来の学校としてのサテライトオフィスの構築 
神山町との連携により、徳島大学にしかない新しい大学教育の「場」を創生する 
（２）フューチャーセンター機能を備えたサテライトオフィスの運営 
「場」の力を活用し、徳島ならびに神山町の未来設計に寄与する若者を育成する 
（３）東京 2020オリンピックパラリンピックレガシーへのチャレンジ 
2020年を中間地点に設定し、前後５年間の地域の変化を指標とする人材育成プロ
ジェクトを設置し、実践に取り組む。そのひとつとして徳島大学全学共通教育科
目「スチューデント・アンバサダー」、大学院地域科学専攻科目「地方創生特論」
の後期部分を、本サテライトオフィスにて今春より開講し単位認定する。 
 
＊サテライトオフィスは４月オープンの方向で準備中。 
＊授業「スチューデント・アンバサダー」は別紙の通り。 
 

徳島大学では，神山町ならびに NPO法人グリーンバレーとの協働により、
フューチャーセンター機能を備えた未来の学校としての「徳島大学サテライ
トオフィス in 神山を開設します。神山町の人と地勢を生かした新しい大学
教育の「場」として、地方創生にイノベーションを興す人材を育成します。 
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徳島大学全学共通教育科目「スチューデントアンバサダー」 

2014開講の授業ソーシャルデザインの発展形として地域連携で実施 

 

授業科目  

 スチューデントアンバサダー （Student Ambassador)  

  1 年次 前期 2 単位  

 
授業担当者 

 吉田 敦也 
  ゲスト講師：大南 信也 徳島大学客員教授（徳島大学地域創生センター） 
 ※他にゲスト講師を随時追加する 
 

主な内容    

 移り住んだ地域や生まれ育った故郷を誇りに思い、創造的で生産的な暮らしと仕事

をバランスよく楽しみ、コミュニティワークや情報発信に積極的に参加することので

きるような、地域の持続に寄与する若者、リーダーの育成は日本のまちづくり、文化

伝統の継承、経済的発展、国際化における急務の課題となっている。 
 こうした観点から、本授業では、ソーシャルデザイン、シビックプライド、ボラン

ティアの３つの柱のもと、徳島県神山町のサテライトオフィス事業との連携により、

地方創生、地域資源について、説明力をもち、つながりづくりとネットワーク拡大に

寄与するグローバル型の地方人材「スチューデントアンバサダー（学生地域親善大使）」

の開発に取り組む。 
 また、本授業を通じて、2020 年の東京オリンピックパラリンピック開催時の活躍

を目標に、地方への人の流れを創出するスチューデントアンバサダー2020 の養成を

試みる。 
  
開講理由 

 徳島大学と地域コミュニティとの連携事業は、長年にわたり行われており、地域か

らの評価も高い。一方で、地域の持続に向けた地方創生が叫ばれるなか、教職員一丸

となった、大学全体としての地域創生活動は重要性を増しており、本事業はその一つ

である。また、若者支援、特に、大学を拠点とした自発的、実践的なコミュニティ活

動を促進、応援することが地域課題解決の実効性を高めることが近年認識されており、

そうした取り組みを大学教育プログラムに組み込むことへの期待は大きい。 
 



授業の目的 

徳島の持続、地方創生へ向けた各種の取り組み、誇れる地域資源などについて、説明

力を持ち、つながりづくりとネットワーク拡大に寄与するグローバル型の地方人材

「スチューデント・アンバサダー」（学生地域親善大使）の開発に取り組む。また、

東京 2020 オリンピック・パラリンピックに向けた各種誘致、開催時の地方への人の

流れの創出に活躍するスチューデント・アンバサダー2020 の養成を試みる。 
 

到達目標 

１．スチューデントアンバサダーの業務内容と養成方法をデザインする 
２．デザインしたスチューデントアンバサダーを地域で実践（試行）し、現場とのコ

ミュニケーションによりインターンシップのモデルケースを開発する。 
 
開催形式 

集中講義 

 
開催場所 

神山バレーサテライトオフィスコンプレックス内 
徳島大学サテライトオフィス in 神山 
 
主な内容 

１．感じて生きる地域の暮らし 
２．地域で暮らす人、地域にやってくる人 
３．何が地域の資源なのか 
４．協働とボランティア 
５．多様性へのまなざし 
６．誇れる徳島づくり 
７．説明する力 
８．世界のスチューデントアンバサダープログラム 
９．オリンピックレガシー 
10．デザイン思考ワークショップ（１） 
11．デザイン思考ワークショップ（２） 
12．デザイン思考ワークショップ（３） 
13．インターンシッププロトタイピング（１） 
14．インターンシッププロトタイピング（２） 
15．インターンシッププロトタイピング（３） 
16．神山合宿 


